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―コロ―コロナナ禍 禍 をともに乗り越えるをともに乗り越える――
かか

新たな対策を実施しま新たな対策を実施しますす
　本市では、新型コロナウイルスの感染拡大に備えるとともに、市民や市民公益活動団体などの皆さん

に対する追加支援策を実施します。主なものは次のとおりです。

※内容や利用方法などについては、詳細が決まり次第、広報誌や市ウェブサイトなどでお知らせします。

※新型コロナウイルス感染症の流行状況によっては、内容の変更や、中止となる場合があります。

　新型コロナウイルスに関連する情報について

は、市ウェブサイト（新型コロナウイルス感染症

関連情報まとめページ）をご覧ください。

※右図のＱＲコードからもアクセスできます。

　新型コロナウイルス感染症対策の強化と市民生活の支

援を目的に、皆さまに活用いただける用品などを全世帯

に支給します。

※詳しくは、決まり次第、広報誌および各世帯への通知

などでお知らせする予定です。

問い合わせ　新型コロナウイルス感染症対策本部（内線

２２４）

■市内全世帯へのコロナ対策用品などの支給

　市独自の子育てにかかる生活支援施策として、児童一

人につき１万円分のＱＵＯカードを配布します。

対象者　次の要件を全て満たす児童を養育している世帯

①令和２年１２月３１日現在で、本市に住民基本台帳の登録

がある児童、または居住している児童

②平成２６年４月２日から令和２年１２月３１日までに生まれ

た児童

配布方法　２月ごろより、住民基本台帳の住所に簡易書

留郵便で順次郵送

※事情により本市に住民基本台帳の登録がない対象児童

を養育している人は、こども未来室へお問い合わせくだ

さい。

問い合わせ　こども未来室（内線２８２）

■未就学児を持つ子育て世帯に１万円分の ＱＵＯ カードを配布
ク オ

　小・中学校での感染症対策として、子どもたちが手を

洗う際にできるだけ蛇口の取っ手を触らないよう配慮す

るため、市内の全市立小・中学校の廊下手洗い場などの

一部に、非接触型水栓や、レバー式水栓を導入します。

問い合わせ　教育総務課（内線３６６）

■小・中学校の手洗い場への非接触型水栓・レバー式水栓の設置

　市民公益活動団体 に対する、感染症対策物品の購入な

どにかかる補助制度を創設します。

補助対象団体　

・市内に活動拠点および区域があり富田林市民を含む５

人以上で構成された市民公益活動団体

・市内に事務所を置く特定非営利活動法人

補助対象　令和２年４月１日以降に、新型コロナウイル

ス感染症拡大防止対策のため、必要となった物品の購入

経費

補助金額　３万円を限度に、１団体につき１回

申請方法　２月１５日(月) （消印有効）までに、申請書に必

要事項を記入し、必要書類を添えて郵送で傘５８４-８５１１常

盤町１の１　人権・市民協働課（内線４６９）へ

※持参の場合は、１月１２日(火) ～２月１５日(月) に同課へ。

※募集要項や申請書は、同課および市民公益活動支援セ

ンターで配布（市ウェブサイト（人権・市民協働課のペー

ジ）からダウンロードもできます）。

問い合わせ　人権・市民協働課（内線４６９）

■市民公益活動団体の新型コロナウイルス感染症対策にかかる経費を補助
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３

　新たな年を迎え、市民の皆様にとって本年がより良き一

年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。

　昨年は、世界が「コロナ 禍 」という
か

 未  曾  有 の大災害に
み ぞ う

 見 
み

 舞 われた年でした。感染された市民の皆様やそのご家族の
ま

皆様に心を寄せながら、引き続き「心をひとつに～みんな

で一緒にコロナを乗り越えよう」を合言葉に、全ての市民

の皆様と共に、この「コロナ禍」を乗り越えていきたいと

思います。

　また本年は、 東 
ひがし

 日  本  大  震  災 から１０年、アメリカ
に ほん だい しん さい

 同  時  多  発 
どう じ た はつ

テロから２０年という年になります。改めて、命の 尊 さや助
とうと

け合うこと、平和の大切さを再確認する年になると思いま

す。

　さて、ＮＨＫでは本市出身の名女優・ 浪花 　
なにわ

 千  栄  子 さん
ち え こ

をモデルとした「おちょやん」が引き続き放映されていま

す。その中で描かれている「おちょやん」の決してへこた

れることなく、前向きに挑戦する「勇気」や「ど根性」に

 感  銘 しました。
かん めい

　私も市長として、どんな困難があろうとも、市民の皆様

と共に「人とまちがにぎわい、富田林に生まれて良かった、

暮らして良かった」と思えるまちの実現に向けて、 邁  進 し
まい しん

ていく決意です。

　本年も皆様のご支援とご協力をよろしくお願い申し上げ

ます。

 村　善美

　市長
コラム 東 奔西走

　コロナ 禍 において、学校の休業や新しい生活様式への対応
か

など、これまでの状況が大きく変わり、さまざまな課題や困

難に直面した中、この経験や思いを伝え、未来に向けての決

意を込めた作文を募集します。

募集テーマ　コロナ禍における「私の思いや決意」

募集作文　４００字詰め原稿用紙２～３枚で、１人１作品

対象者　小学生低学年（１～３年）の部、小学生高学年（４

～６年）の部、中学生の部、高校生の部、大学（院）生・専

門学生の部、一般の部（３０歳未満の人）

※優秀作品には賞状と記念品を授与します。

応募方法　応募用紙に必要事項を記入し、１月４日(月) ～３１日

(日) （消印有効）に、傘５８４-８５１１常盤町１の１　生涯学習課〔察

(２６)８０５６〕へ郵送または持参

※メールでの応募も可、標題に「作文コンクール応募」と明

記し、部門、住所、氏名、年齢、学生は学校名、電話番号を

記入し、作文を添付の上、同課〔Eメールs-gaku@city.tondaba

yashi.lg.jp〕へ。

※詳しくは、市ウェブサイト（生涯学習課のページ）をご覧

ください。
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「～コロナに負けるな～私の主張青少年作文コンクール」作品募集
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